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平
成
九
年
度
の
当
初
予
算
な
ど
を
審
議
す

る

三
月
定
例
町
議
会
が
、
三
月
十
四
日
か
ら
四

月
八
日
ま
で
の
二
十
六
日
聞
に
わ
た
り
開
か
れ

宇
4ア
し
れ
~。

こ
の
定
例
会
で
は
、
平
成
九
年
度

一
般
会

計
・

特
別
会
計
予
算
を
は
じ
め
、
議
会
議
員
の

報
酬
等
に
関
す
る
条

例
の

一
部
改
正
な
ど

二
十

九
議
案
等
を
審
議
し
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り

可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

当
初
予
算
か
ら
順
を
追
っ
て
概
要
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

①川内 118 ふ るさと交流館 (祖泉利用

施設) 完成予想図

②川 内 IIITふるさと交流館建設予定地

予
算
編
成

園第
三
次
長
期
総
合
計
画
に
沿

い
、
「
さ
く
ら
街
道
夢
広
場

か
わ
う
ち
」
を
目
ざ
し
て
、
豊
か

で
安
心
で
き
る
魅
力
あ
る

川
内
町

を
実
現
す
る
た
め
、
温
泉

利
用
施

設
、
公
共
下
水
道
、
防
災
行
政
無

線
施
設

、

中
山

間
地
域
総
合
整
備

事
業
な
ど
を
中
心
に
積
値
的
に
編

成
さ
れ
て
い
ま
す
。

予
算
の
規
模
と
し
て
は
、

一
般

会
計
が
五
十
五
億
九
千
八
百
五
十

六
万
九
千
円
(
前
年
比
二
十
・
九

ド
増
)
で
大
幅
に
伸
び
て
い
ま
す

が
、
こ
れ
は
、
温
泉
利
用
施
設
整

備
事
業
と
防
災
行
政
無
線
の
整
備

に
よ
る
も
の
で
す

。

特
別
会
計
は
、

国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
が
七
億
九
千
二
百
五
十

2フ

万
一
千
円
(
前
年
比
六

・
七
下
増
)
、

老
人
保
健
特
別
会
計

が
十
三
億
三

千
十
四
万
七
千
円
(
前
年
比
十

・

五
下
増
)
、簡
易
水
道
特
別
会
計

が
一
億
七
千
百
五
十
万
一
千
円

(
前
年比
二
十
四

・

凹
打
ト減
)、
公

共
下
水
道
特
別
会
計
が
四
億
四
千

二
百
六
万
六
千
円
(前
年
比
百
六

・

固
い
ハ
ト
増
)
で
、
一
般
会
計
及
び
各

特
別
会
計
を
あ
わ
せ
た

総
額
八
十

三
億
三
千
四
百
七
十
八
万
四
千
円

(前
年
比
十
八
・
八

い
い
ト
増
)
が
計

上
さ
れ
ま
し
た
。
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生
活
・
環
境

あ
ら
ゆ
る
災

害
か
ら
町
民

の
生
命
や
財
産
を
守
る
た
め
、

災
害

・

緊
急
時
の
情
報
伝
達

シ
ス
テ
ム
と
し
て
防
災
行
政

難
線
の
整
備
を
進
め

、

総
合

的
な
地
域
防
災
体
制
を
碓
立

し
ま
す
。

安
定
し
た
水
の
供
給
を
行

う
簡
易
水
道
の
整
備
と
、
河

川

の
水
質
改
善

・

快
適
な
居

平成 9 年度

当初予算の主なもの

住
環
境
の
確
保
の
た
め
公
共
下
水

道
整
備
(
主
に
管
渠
布
設
工
事

)

を
進
め
ま
す

。

公
共
下
水
道
計
画

区
域
外
に
つ
い
て
は
、
合
併
処
理

ゆ
化
槽
の
設
置
を
進
め
ま
す

。

西
中
村

・

西
組
線
、
三
軒
屋
音

回
線
な
ど
の
改
良
工
事
を
は
じ
め
、

安
全
で
快
適
な
道
路
網
の

整
備
に
努
め
ま
す
。

防災行政無線
の整備

(固定系)(単位 : 千円 )

308,642 - 防災行政無線整備事業

、品、_ ，

，柑28,088 - 消防施設 ・ 設備の充実

福

祉

温
泉
を
活
用
し
た
交
流
施
設

の
建
設
を
進
め

、

健
康
増
進
や
交

流
の
場

・

活
動
の
場
と
し
て
の
施

5,470 

246,000 

- 交通安全電光掲示板ほか

- 公共下水道整備 (管渠布設)

67,025 

894,354 

45,600 

665,149 

274,060 

- 合併処理浄化槽設置事業等補助

- 道路改良 - 維持修繕など

- 集会所整備事業など

- 温泉利用施設建設事業

- 中 山間地域総合整備事業

設
整
備
を
行
い

、
地
域

福
祉
・
ふ
る
さ
と

ε

つ
く

り
(
人
、、
つ
く
り
)
を進

め
ま
す
。

誰
も
が
健
康
で
生
き

が
い
の
持
て
る
社
会
福

祉
基
盤
づ
く
り
に
取
り

組
む
た
め
、
保
健
福
祉

の
拡
充
・
保
健
衛
生
事

業
の
拡
充
に
努
め
ま
す
。

イ
ベ
ン
ト
の
支
援
、
観
光
施
設

の
整
備
な
ど
町
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ツ

プ

・
活
性
化
に
努
め
ま
す
。

教

育

川
上
幼
稚
園
舎
増
築
工
事
な
ど

の
学
校
施
設
整
備
と
、
中
央
公
民

館
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
工
事
な
ど

の
社
会
教
育
施
設
整
備
を
進
め
る

ほ
か
、
学
校
教
育
の
充
実
、
社
会

教
育
と
し
て
の
各
種

事
業
の
充
実

を
図
っ
て
い
き
ま
す

。

産

業

中
山
岡
地
域
総
合
整
備

事
業
等

の
農
業
基
盤
整
備
事
業
や
林
道
の

整
備
を
進
め
ま
す

。

59,600 

22,000 

- 林道改良事業

- 河川環境整備 (茶堂 . Tm古市)

24,250 

32,430 

- 川上幼稚園園舎増築工事

. 仁ドl央公民館エレベーター設置工事ほか
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トこ関 当 ゑ右Z
額 っす支/鋪括若乃

) 主持 22Z
明号 〆=ヶ〆
一 報二尽さヌン
部酬 〆BE号ラ

日努民診

議
長
二
ノ

七
、
0
0
0

円

副
議
長

二
二
回

、

0
0
0

円

議
員
二

O
五

、

0
0
0
円

(
適用
四
月

一
日

)

O
特
別
職
の
職
員
の
給
与
及
び

旅
費
に
関
す
る
条
例
の

一

部
改
正
に
つ
い
て

(月
額
)

町
長
八

O
二

、

0
0
0

円

山
川山
凡
又

E
ι
l
'

ノ
r
4』

収
入
役

六
回
O

、

0
0
0

円

五
九
三

、

0
0
0
円

三
、

一
O
O
円

O
教
育
委
員
の
報
酬
等
に
関
す
る

条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

(
年
額
)

委
員
長

禾
女

三
O
八

、

凹
O
O
円

二
八
O

、

六
O
O
円

(適
用
四
月

一
日

)

O
川
内
町
消
防
団
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て

(
年額
)

団

長

一
凹
O

、

八
O
O
円

副
団
長

一
O

一 、

0
0
0

円

分
団
長
七

二
、
七
O
O
円

副
分
団
長
四
五

、
四
O
O
円

部
長
凹

二
、
四
O
O
円

班

二
八
、
三
O
O
円

貝長

区 分 Lτ:L r 額

監査委員 (学識経験者) 年額 384.000円
イシ (議会議員) イシ 28 1.000円

農業委員会会長 'l 227.1 00円
今 会長代理 イン 209 ，000円

イシ 委員 今 198，900円|

選挙管理委員会委員長 ィシ 61 ，600円

'l 委員 ぞシ 54，500円

交通安全指導員 イシ 55.500円

体育指導委員 今 22，700円

補導委員 ぞン 22 ，700円

国民健康保険運営協議会 会長 〈シ 22 ，700円

'" 委員 'l 19，700円

学校給食セ ンタ ー運営委員会 委員長 。 20，700円

'l 委員 そシ 18.700円
'l ラ， 19.700円

文化財保護審議会委員 ぞシ 18，700円

福祉館館長 イシ 211 ，000円

水道事業運営審議会委員 ペン 18.700円

予防接種健康被害調査委員会委員 づ' 17.400円

社会教育委員 づシ 11 ，200円

公民館運営審議会委員 4シ 1 1.200円

福祉館運営審議会委員 'l 1 1.200円

社会教育指導員 月 額 137 ，300円

健康セ ンタ ー運営委員会 委員 日 額 7.100円
イシ 専門委員 今 28.300円

固定資産評価補助員 ぞン 1 l.400円

その他の委員 今 7.1 00円

別表第 l

(適
用
四
月

一
日

)

O
教
育
長
の
給
与
及
び
勤
務
時
間

に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正
に

つ
い
て

(月
額
)

教
育
長
五

七
回

、

0
0
0

円

(適
用
四
月

一
日

)

O
非
常
勤
職
員
の
報
酬

手
当
及
び

費
用
弁
償
条
例
等
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

別
表
第
一
参
照
(
適
用
四
月

一

日

)
交
通
安
全
指
導
員

・

体
育
指
導

委
員
(
出
動

一
回
に
つ
き

)

消費税法の改正
に伴う

条例の一部改正

11 . \ø，a')~11 .-，Ø~åi久

一
九
、
七
O
O
円

(出
動

一
回
に
つ
き

)

費
用
弁
償

三
、

一
O
O
円

。
川
内
町
非
常
勤
の
職
員
の
公
務

災
害
補
償
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

O
川
内
町
は
り

・

灸
・

マ
ッ

サ
ー

ジ
施
術
費
助
成
条
例
の
制
定
に

つ
い
て

団

員
保
険
給
付
の
対
象
か
ら
除
外

さ
れ
て
い
る
は
り

・

灸
・

マ
ッ

サ
ー
ジ
の
施

術
費
用
に

つ
い

て
、

そ
の

一
部
を
助
成
す
る
こ

と
に
よ
り
、
町
民
の
福

祉
の
増

進
を
図
ろ
う
と
す
る
も
の

一 、

0
0
0

円

回
に
つ
き

(た
だ
し
、

一
カ
月
に

三
回
を

0川内町行政財産の使用料条例

OJI I 内町水道事業給水条例

/平成 9 年 4 月分以前の分…1.03
水道料金く

、平成 9 年 5 月分以降の分… l.05

0川内町廃棄物の処理及び清掃に関する条例

多量の一般廃棄物並びにし尿処理手数料

限
度
と
し
、
支
払

っ
た

施
術
費

が
助
成
し
よ
う
と
す
る
額
を
下

回
っ
た
場
合
は
そ
の
額
と
す
る
)

はり・灸・マ ッ サージ

に助成

.. 

O
川
内
温
泉
管
理
条
例
の
全
部
改

正
に
つ
い
て

川
内
町
ふ
る
さ
と
交
流
館
建

設
に
伴
い

、

適
切
な

管
理
を
す

る
た
め

、

現
行
の
川
内
温
泉
管

理
条
例
を
全
部
改
正
す
る
も
の
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O
川
内
町
ふ
る
さ
と
交
流

館
設
置
友
び
管
理
に
関
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

川
内
町
ふ
る
さ
と
交
流

館
建
設
に
伴
い
、
設
置
及

び
管
理
に
関
す
る
条

例
を

必
要
と
す
る
た
め

、
制
定

す
る
も
の

O
松
山
伝
染
病
院
組
合
規
約

の
全
部
改
正
に
つ
い
て

中
島
町
、
久
万
町
、
面

河
村
、
美
川
村
、
柳
谷
村

、

小
田

町
の
新
規
加
入
に
伴

う
改
正

O
平
成
八
年
度
地
方
特
定
道

路
整
備
事
業
三
軒
屋
音
回

線
道
路
改
良
工
事
請
負
変

更
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

O
平
成
八
年
度
緊
急
地
方
道

路
整
備
事
業
三
軒
屋
音
回

線
道
路
改
良
工
事
請
負
変

更
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

O
平
成
八
年
度
中
山
間
地
域

総
合
整
備
事
業
添
火
口
相
之

(〈
口
線
道
路
改
良
工
事
請
負

変
更
契
約
の
締
結
に
つ
い

て
O
平
成
八
年
度
中
山
間
地
域

総
合
整
備
事
業
添
ハ〈
口
相
之

谷
線
改
良
第
二
工
区
工
事

請
負
変
更
契
約
の
締
結
に
つ
い

て
O
土
地
の
取
得
に
つ
い
て

川
内
町
ふ
る
さ
と
交
流
館
建

設
用
地
等
の
土
地
を
取
得
す
る

た
め
、

議
会
の
議
決
を
求
め
た

も
の

O
川
内
町
税
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

O
川
内
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て

平
成
九
年
度
分
の
国
民

健
康

保
険
税
か
ら
謀
税
限
度
額
の
引

き
上
げ
を
行
う
も
の

(
-
謀税限
度
額

五
十
三
万
円
)

〈
報

O
総
務
文
教
常
任
委
員
会
審
査
報

比
口

O
公
共
下
水
道
整
備
促
進
特

別
委

員
会
審
査
報
告
(
中
間

)

止
口
〉

〈
議
員
発
議
〉

O
温
泉
施
設
建
設
等
特
別
委
員
会

の
設
置
に
つ
い
て

〈
選
任
〉

O
温
泉
施
設
建
設

等
特
別
委
員
会

委
員
の
選
任
に
つ
い
て

委
員
九
名
を
選

任
指
名

議
会
構
成
がかわ

り
ま
し
た

マ
議
長

成

川

耕

マ
副
議
長

三

棟

義

マ
総
務
文
教
常
任
委
員
会

委
員
長

酒
井
克

副
委
員
長
田
井

委
員
梅
崎

ク

細
川

武

。
成

川

刺

'

F

え

w
h
μ

h
U
1

4

川
の
立
口

h
r

マ
保
健
福
祉
常
任

委
員
会

委
員
長
宇

和
川

光

副
委
員
長
片

山

益

委
ロ
貝
菅

野

'

I
、
一
入

占

有
似
オ
叶

ク

三

棟

義

ク

菅
野
隆

マ
産
業
建
設
常

任
委
員
会

委
員
長

田
井
能
国
男

副
委
員
長

佐
伯

文
夫

委
員

池
川

守
良

ん

ソ
妻
鳥
嘉
淳

ん
ソ

盟
…
」川
勝

'

一
、
、

「h
川
」

L
H
J・

4

→
ノ

F
』

品
兇

そ
の

他
、

議
会
運
営
委
員
(
六

名
)
の
選
任
指
名
、
川
内
町
重
信

町
衛
生
組
合
議
会
議
員
会
写
但
)
、

東
温
消
防
等
事
務
組
合
議
会
議
員

(四
名

)
が
選
挙
さ
れ
ま
し
た
。

議

|専 造

H

J

世
義
一
一
文

百
回
コ
コロ
E

ホ
r
yt

長

成

--------ｭ
E----ｭ

E
 .
.
 

,, 

事井義

~~ 

lE. 

氏

明雄

三
月
定
例
町
議
会
に
お
い
て
、
細
川

武
雄
議
長
、
酒
井
克
雄
副
議
長

の
辞
任
に
伴
い
、
正
副
議
長
選
挙
が
行
わ
れ
、
議
長
に
は
、
成
川
刺
造

氏
、

副
議
長
に
は
三
棟
義
博
氏
が
新
し
く
選
ば
れ
ま
し
た
。

両
氏
の
略

歴
は
次
の
と
お
り
で
す

。

二 造雄進

-
一-
棟

房博量忠男雄

成川耕造議長 (57歳)

川内 1 18 -大字北ブJ2288

会社役員

町議会議員 3 期、総務文教常任委

員会委員長、 工場等誘致特別委員

会委員長 、 農業委員会委員など

b住所

[> 1職業

[> 1 11告歴

ギ専制t5327966-2881 [>電話

博

氏

三棟義博副議長 (47歳)

川内 I IIJ 大字北方2 137 - 2 

自営業

|町議会議員 31明 、 産業建設常任

委員会委員長、 公共下水道整備

促進特別委員会副委員長など

有総5667

b 住所

b職業

[> 111告lE

966-2063 b 暗号巨乱日1:1



固定資産評価替え
~路線価方式による

土地評価実施~

平
成
九
年
度
の
固
定
資
産
評
価

替
え
で
は
、
土
地
(
宅
地
)
に
つ

い
て
は

、

前
回
平
成
六
年
度
に
引

き
続
き
、

，

国
の

地
価
公
示
価
格
の

七
割
程
度
を
目
標
に
評
価
の
見
直

し
を
行
い
ま
す

。

ま
た
、
今
回
の
土
地

(
宅地
)

評
価
替
え
か
ら
、
都
市
化
に
対
応

し
て
都
市
計
画
区
域
及
び
そ
の
周

辺
部
の
宅
地
、
市
街
化
農
地
及
び

一
部
の
雑
種
地
等
(
以
下
宅
地
等

と
い
い
ま
す

。

)
を
対
象
に
路
線

価
方
式
に
よ
る
評
価
を
実
施
し
ま

す
。

こ
の
路
線
価
方
式
に
よ
る
評
価

と
は
、
不
動
産
鑑
定
等
に
基
づ
き

、

街
路
ご
と
に

、

沿
接
す
る
標
準
的

な
宅
地
等
の
価
格
を
表
す
路
線
価

を
付
設
し
、
こ
の
路
線
価
を

利
用

し
て

、
困
地

計
算
法
に
よ
り
各
筆

の
評
価
額
を
計
算
す
る
も
の
で

、

よ
り

一
一
層適
正
で
均
衡
の
と
れ
た

評
価
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

圃
矢
口
白
水
高
山
内
J
\
日
刊

-
q
立
孟
山
中-L
H
U

ん
，E
H

付
設
さ
れ
た
路
線
価
は
、
納
税

者
の
皆
さ
ん
に
評
価
に
対
す
る
理

解
と
認
識
を
深
め
て
い
た
だ
く
と

と
も
に
、
市
町
村
聞
の
評
価
の
均

衡
化
、
適
正
化
に
資
す
る
目
的
で

路
線
価
図
と
し
て
本
年

五
月

一
日

か
ら
税
務
課
窓
口
で
広
く

一
般
に

公
開
す
る
予
定
で
す
。

閲
覧
は
無

料
で
す
か
ら
、
お
気
軽
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

圃
果
v
兄
月
田
主
ヨ
乃
差
寸

・
=
=
E
P
1
日
傘
型
一
=
一E
C

、
エ
イ
l

納
税
義
務
者
ご
と
の
路
線
価
方

式
に
よ
る
宅
地
等
の
評
価
額
は
、

六
月
の
納
税
通
知
に
添
え
て
本
年

か
ら
お
送
り
す
る
課
税
明
細
書
で

お
知
ら
せ
し
ま
す

。

こ
の
課
税
明
細
書
は
、
納
税
者

の
皆
さ
ん
に
課
税
資
産
(
土
地

・

家
屋
)
の
詳

細
に
つ
い
て
知
っ
て

い
た
だ
き
、
併
せ
て
謀
税
上
の
誤

り
を
防

止
す
る
た
め
に
お
送
り
す

る
も
の
で

、

表
示
事
項
は

、

所
在
、

地
番

、

地
目
、
地
積
、
家
屋
の
種

類
、

床
面
積
、
構
造

、

建
築
年

、

特
例
適
用

の
有
無

、

評
価
額
、
謀

税
標
準
額
等
と
な
っ
て
い
ま
す

。

課
税
明
細
書
を
ご
覧
に
な

っ
て

ご
不
明
の
点
が
あ
り
ま
し
た

ら
、

お
早
め
に
税
務
謀
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

-
家
屋
の
評
価
替
え

土
地
と
と
も
に
家
屋
に
つ
い
て

も
、

建
築
資
材
の

価
格
変
動
等
に

対
応
し
て
、
評
価
の
見
直
し
ゃ
」
実

施
し
ま
す
。

家
屋
の
評
価
替
え
の
基
本
的
な

方
法
は
、
こ
れ
ま
で
と
変
わ
り
あ

り

ま
せ
ん
が
、
今
回
の
評
価
替
え

で
は
、
建
築
資
材
等
の
価
格
下
落

に
よ
り
、
二
疋
の
家
屋
に
つ
い
て

の
評
価
額
の
下
降
が
見
込
ま
れ
ま

」q
ノ-

固
定
資
産
税
の
免
税
点

同

一
人
が
所
有
す
る
土
地

、

家

3 年に一度の土

地の評価替えに伴

って税負担が一挙

に増加するのを緩和するた

め、前年度の税負担を基礎

とした段階的な負担調整措

置が適用されているからで

す。

A 土地の固定資産

税か‘毎年あがる

のは?Q 
土地については、 3 年に一

度評価替えが行われ、次の評

価替えまでの聞は、価格が据

え置かれると聞きましたが、

毎年税績があがるのはなぜで

しょうか。

屋
の
そ
れ
ぞ
れ
の
課
税
標
準
額
の

合
計
が
土
地
で
は
三
十
万
円
、
家

屋
で
は
二
十
万
円
に
満
た
な
い
場

合
は

、

固
定
資
産
税
は
課
税
さ
れ

ま
せ
ん
。
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は
り
・
灸
・
マ
ッ
サ
ー
ジ

費
助
成
事
業

皆
さ
ん
が

、

は
り

・

灸
・

マ
ッ

サ
ー
ジ
の

施
術
を
受
け
た

場
合

、

費
用
の

一
部
を

助
成
す
る

制
度
が
で
き
ま
し
た
。

助成事業の流れ

町民
~ ι 

.~'). I~ ;:;';'r 手L

ぷI~ .;!ヤ ゼ、ピ目、
々、 ，:， §;? を久;，~、弁/
ぷ，dF V-3、、 '私

" 腎1 、ι ー‘'ー 階 、 、

~I");I 

助成の内容

助成の対象と 川内町内に在所のある方ならどなたでも

な る 助成を受け ら れ ま す。

助成の対象と Il り ， 金 ' f j サー ジ師の免許があ り 、

なる施 術 所 保健所 1:開設届を行っ ている県内の施嗣iです。

l 回の施術につき 、 1 ，C叩円を助成し ま す。

助 成の 額 ただし、同じ人がひと月 に助成を受け ら れ

る回数は 3 回以内。 @ l

申請手続き
申請書に必要事項を記入し 、 施術所で支払

い1，>>明を受けて役場に提出してください。

事業 の開始 平成日年 4 月 l 日 以後の施術費から対象となり ま す。

請求権の消滅
助成金の請求は、 施術を受けた日から 6 カ月

以内に請求 しないと請求できなくな り ま す。

事業 主体 この事業は、川内町の単独事業です。
施術所

@ 1 施術費が1 ，000 円以下の場合は、助成金はその傾と なり ま す。

※助成を受ける場合は、「は り - 灸 ・ マッ サージ施術費助成請求書j が必要です。 役場福祉課

に備えであります 。 詳しいこと は 、 福祉諜までTEL966 -2222 内線@ . @J 有利[2133

役場

子育て広場

実施日 l村 容 場所

5/24 (土) 開会式手遊び パネルシアタ 一 小麦粉粘土 保育園

6/14 (土 ) 虫歯予防について 親子で身体を使って遊ほう イシ

7/30 (水) プールで遊ほう 井戸端会議 (育児相談) 健康セン 7 -

8/9 (土 ) プールで遊ぼう 水 - 砂遊び 保育園

9/10 (水) 手作 り おやつの紹介、みんなで食べよう 佐藤七ン 7 -

10/11 (土 ) 絵本の読み聞かせと紹介 井戸端会議 (育児相談) 保育園

11/8 (土) 手作 り おもち ゃの紹介 親子でおもち ゃ を作ろう ク

12/10 (水) 親子で、体を使っ て遊ぼう 健康セ ン 7 -

1/10 (土 ) リ ズム遊び 井戸端会議 (育児相談) 保育園

2/28 (土 ) 閉会式 パネルシアタ ー // 

地域の 「家庭での子育て」 を支援するた

め、 就園前の乳幼児を対象に、健康セ ンター

と保育園を開放して一緒に遊んだり 、

子育てにおける悩みなども話し合え

る機会 を設ける 「子育て広場」 を右

表のとおり 開催し ま す。

どなたでも気軽にお子さんと 一緒

に保育園に来て遊んだり 、 おし ゃべ

りしたりしてみませんか。

- 参加ご希望の方 ・
お子さ んの年齢と性別 を

5 月 10 日 までに

川 内保育園TEL966 -2288 

までお知らせください。

②
手
数
料
を

聞
幽
と
す

る
も
の

生
命
保
険
会

社
の
年
金
や
保

険
・

企
業
年
金

・
郵
便
局
の
簡

易
保
険
そ
の
他
公
的
年
金
に
準

じ
な
い
も
の

公
的
年
金
等
現
況
届

証
明
無
料
化
に
つ
い
て

年
金
受
給
者
の
経
費
の
削
減
を

図
る
た
め

、

公
的
年
金
等
現
況
届

証
明

(住
民
票
記
載
事
項
証
明
)

手
数
料
が
平
成
九
年
四
月

一
日

か

ら

無
料
と
な

り

ま
し
た
。

①
手
数
料
を
関
凶
と
す
る

も

の

国
民
年
金

・

厚
生
年
金

・

農
業

者
年
金

・

思
給

・

全
国
市
町
村

議
員

共
済

・

国
家
公
務

員
共

済
・

地
方
公
務
員
共
済

・

公
立

学
校
教
職
員
共
済

・

私
立
学
校

教
職
員
共
済

・

農
林
漁
業
団
体

職
員
共
済

・

警
察
職
員
共
済
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職
員
共
済

日

本
た
ば

こ

職
員
共
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・

J

R

職
員
共

済
・

国
民
年
金
基
金

・

厚
生
年

金
基
金

・

そ
の
他
公
的
年
金
に

準
ず
る
も
の

a・h



力メラレポート

亀
倉
面
倒
四
編
物
働
明
倫
明

交通安全祈願祭
4 月 7 日、恒例の交通安全祈願祭が

行われました 。 祈願祭には、仏教会、

川内交番署員、交通安全指導員 、 交通

安全協会員、町職員など関係者が参加。

昨年、町内で起きた交通死亡事故現

場をまわって交通安全を祈願しました。

川上幼稚園入園式
( 4 月 11 日 )

66名

16名

9 名

3 歳児保育スタ ート!
新入園児 川上幼稚園

(3 ・ 4歳児) 東谷幼稚園

西谷幼稚園

ぬ
幅
四
費川内保育園入園式

( 4 月 7 日)
l 歳児保育スタ ート!
新入園児 14名(1 ・ 2 ・ 3 . 4歳児)



力メラレポート

4 月 8 日 川上小学校入学式

ぬ
働
⑨
禽

4 月 9 日 川内中学校入学式

| 新入生 | 川上小学校 83名
東谷小学校 18名
西谷小学校 11名

川内中学校 147名

上々髄嵐お花見ライブ湾紙れ
<J'" 、

4 月 1 2 日 、川上小学校体育館で上々馳風お

花見ライブが開催されました 。 約850名の聴衆

もパワフルで楽しいライブに最後は、総立ち

で熱狂しました 。 実行委員会形式で開催されましたが、チケッ ト の販売から看

板 ・ 飾りつけなど主催者の熱意が伝わってくるライブでした。

，ー桜三里旗争奪ソフトポール大会
4 月 13 日、重信町の緑地公園で、桜三里旗

争奪ソフ ト ボール大会が開催されました。 丹

原町、 川内町 、 重信町の代表チーム 5 チーム

で行われ、 川内町のオールスタ ーズが優勝し

ました。 大会 3 回目で初めて、 川内町に桜三

里旗が来ました。

(優 勝) (準優勝)

オールスタ ーズ( Jl I 内 ) ク ー ルス (丹原 )



(前列左から )

回生|ニ野和J!君、、谷川美智代、 大野元子、菅野胤子、菅あけみ、谷J毛典子、相!原美穂

(後列左から )

渡部謙吾、 遠藤武、立花E事実、竹内英司、向井幸子、東ゆかり
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野
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子
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東
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吉
井
小
学
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大
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学
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よ
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諭
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よ
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よ
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主
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教
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教
諭
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近
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ク

O
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〈
口
小
学
校
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長
菅
野

教
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教
諭
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)11 

/,/ 

O
川
内
中
学
校

校
長
渡
部

教
頭
伊
藤

教
諭
河
野

宮
田

高
須
賀

向
井

岡

図立逮

田長 尾本野本 花藤

男樹子子樹織恵実武

章 加知和)乱
代

子文子吾恵博男子嗣紀子

哉郎子美美

由

ji長上原

iJJ 

田

ク

// 
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出
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ク
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互

田部

// 

イシ

/,/ 

(
平
成
九
年
度
役
職
員
名
簿

等
は

、

次
号
に
掲
載
い
た
し
ま
す

。

)

尚

/,/ 

/,/ 

// 

養
護
教
諭

並
丹

市

エ
一
一n

自

専
門
員

校
務
員

な
な
え

/,/ 

/,/ 

/,/ 

幸

養
護
教
諭

並
丹
市

繁雅宏謙平日

さ
ゆ
り

敬
世

奈
保
子

慎
太
郎

幸
一
部

善
之

康

二

千
里

建
子

4シ

イ?

EEI 

イシ

4ン

野

兼益聖

養
護
教
諭

主
査

校
務
員

田

田

日

イ?

イン

若

田村田
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111 

// 

4ン

ク教教校 自
諭頭長 上

小
菅釆 字

松 校
あ

秀 真 祐洋冨キ桂 Jキ幸
知美 美 サ , ) 

喜 子子子子子子み平
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/,/ 

// 
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O
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上
幼
稚
園
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長

仙
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主
任
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諭
菅
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一
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専
門
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U
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M
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ゆ
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ゆ
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小
手
ヶ
滝
城
祉
で

⑧
の
記
念
植
樹

三
月

三
十
日
、
井
内
で
桜
の
記
念
植

樹
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
地
元
の
井
内
愛
桜
会
が
小

手
ヶ
滝
城
祉
を
桜
の
名
所
に
し
よ
う

と
、
桜
の
記
念
植
樹
の
参
加
者
を
募
り

、

実
施
し
た
も
の
で
す
。

参
加
者
約
百
人
は
、
ふ
も
と
か
ら

山

み
ん
な
の
広
場
に

登
場
し
て
い
た
だ
く

方
を
募
集

し
て
い
ま
す

。

「
こ
の
人
」
「満

一
歳
お
め
で
と
う

」

な
ど
の
ほ
か
身
近
な
話
題
、
情
報
を
役
場
総
務
課

広
報
係
ま
で
ご

一
報
く
だ
さ
い
。

頂
ま
で
、
愛
桜
会
会
員
が
休
日
返
上
で

作
っ
た
山

道
を
約

三
十
分
か
け
て
登
り

ま
し
た
。

山
頂
で
は
、
川
内
町
文
化
財

保
護
審
議
会

議
長
の
酒
井
孝
さ
ん
か

ら

、
小
手
ヶ

滝
城

(中
世
の
城

)
の
話

を
聞
き
、
こ
の
あ
と
、
サ
ク
ラ
の
苗
木

を
植
え
ま
し
た
。

苗
気
の
横
に
は

、

参
加
者
の
名
前
を

書
い
た
札
を
記
念
に
立
て
て
、
記
念
植

樹
を
終
え
ま
し
た
。

源
太
桜
ま
つ
り

四
月
六
日
、
土
谷
で
源
太
桜
ま
つ
り

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
ふ
る
さ
と
桜
三
里
会
実
行

委
員
会
が
企
画
し
た
も
の
で
、
今
年
が

第
一
回
目
と
な

り

ま
す
。

当
日
は
、

あ
い
に
く

の
雨
で
、

イ

'" 

ン
ト
会
場
の
土
谷
公
民
館
の
広
場
も
、

水
が
浮
い
て
い
る
状
態
で
し
た
が
、
開

催
さ
れ
、
訪
れ
た
人
は
、

111 
越
の
| 日

2
9
6
6

・
2
2
2
2

有
線
2
1
1
1

金
毘
羅
街
道
を
源
太
桜
ま
で
歩
き
、
桜

三
里
の
風
情
を
味
わ
い
ま
し
た
。

ー
源
太
桜
ま
つ
り
俳
句
会
秀
句
;

池
川
胴
川
〈口
選

い
に
し
え
の
金
ぴ
ら
街
道
花
曇

花
咲
け
る
金
比
羅
街
道
歩
く
か
な

愛
二
郎

満
開
の
源
太
桜
は
雨
に
ぬ
れ

埋
も
れ
し
源
太
を
し
の
ぶ
花
ま

つ
り富

江

し
と
し
と
と
源
太
さ
く

ら

は
雨
に
咲
き

桑
原
和
美

(代
)

雨の "1コの源太桜

'ヨ

柳
LlI 
男

土
木
川
吟
壮
三
日
刈
川
川
入
会
叔

応
え
る
込
ド
h

釣
舟
占
一-
A
す

柔
l
.

へ
に
終
れ
る
主
や
乏
の
花

況
判
に

u止
令下，e、
小
舟

や
抑
の
芽

湾
や
九
ネ
時
間
A
7ぽ
ら
ん

F

係
l

い
宇
に
め
い
に

i
川
リ
紘
の
拍

山

の
端
に
込
ベ
る
雲
や
る
村
川

、
ぇ

ロ
ー

プ
ウ
ェ
イ
ゆ
る
や
か
に
行
{
花
の

山

え

M
Vら
'
r
品
川
に
ゑ
ぜ
大

b

花
札
か
な

歌
声
の
宰
{
一

K
A
??
チ
ェ
ウ

リ

y

ブ

片
ら
か
の
靴
久
夫
、

(

7
九
寸
常
子

各
れ
な
す

U

村
の
鋭
、
守
や
花
川
明
ハ
，

品
弘
之
や
同
叩h俳
人
ゆ
ら
ぐ

昼
下
リ

γ

た
れ
の
反
金
シ
リ
ぬ
春
以
山

汁
山
ヰ
の
灯
の

・1

る
み
ゐ
る
お
は

7
っ
か
シ

婦
人
会
活
動
情
報

池
川
嫡
谷
え

i,{ 

栄
~Jt 

苦
恒
川

*ｭ
~，p 

は
神
マ
る
ん

M. 
¥7 

、え

予

、司

サ

け
世
子

点i
H. 

多
喜

久
下

典
子

+五
}、

れ

t生

{幸

苦
記
川

*-
1¥ 

宇
和
川
悠
長

'玄
ル奇

Aさ

$1ト

花
山

方向

完

{止
イ台

.. 
ヲF

-1t:: 

j也

士司
谷

V
五
月
ボ
カ
シ
づ
く
り
A
5
月

お
日

間
ω
時
半
よ
り

中

央
公
民
館
に
て
ボ
カ
シ
づ
く

り

を
い
た
し

ま

す
。

ご

み
の

減
量
ば
か
り
か
農

作
物
及
び
花
だ
ん
の
有
効

堆
肥
と
な
り

ま

す
。

虫
も
つ
き
に
く
く

、
野
菜
は
健
康
食
に
つ
な
が
り
ま
す

。

お
さ
そ
い
合
わ
せ
て
多
数
で
参

加
く
だ
さ
い
。
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さん

(和田丸)

良嗣

PERSON 

池J 11 この満

』
盗
塁
花
見一一
ヮ
ヨgu毒
者

四
月
十

二
日
に
行
わ
れ
た

一
月
頃
)

「
上
々
馳
風
お
花
見
ラ
イ
ブ
」
を、

実
行
委
員
長
と
し
て
成
功
さ
せ
た

池
川
良
嗣
さ

ん
は

、

歳
の
若
者
で
す
。

ι
←r
E
L-
-
U
ヨ
寸

d
E
J門只
、

品
川

ノ
よ
」
，

ノ
E
ト

ノ
巴
レ
ヒ

ま
だ

二
十
五

ち
上
が
り
、

を

川
内
へ
呼
ぼ
う
と
い
う
話
が
持

「
上
々
馳
風
」

途
中
か
ら
参
加

(十

| 横灘団地 1 I 

竹葉春乃ちゃん
( 4 月 19 日生)

川
さ
ん
が
実
行

委
員
長
に
な
り

宇
品
1
レ
ト
~。

一一寸

な

り
ゆ
き
で
な
り

ま
し
た

。

」
と

は
、
本
人
の
弁
。

苦
労
し
た
の

は
、

「
や
は
り
チ
ケ
ァ
卜
販
売
に
つ
き
る

。

上
々
馳
風

を
知
ら
な
い
人
が
圧
倒
的
に
多
か
っ
た
か
ら
、
会
員
み

ん
な
が
苦
労
し
ま
し
た
。

そ
れ
で
も
な
ん
と
か
な
っ
た

の
は
、
販
売
に
協
力
い
た
だ
い
た
方
々
の
お
か
げ
で

す
。

」
と
い
う

。

ラ
イ
ブ
が
成
功
樫
に
終
わ
っ
て
今
は
、
「
ほ
っ
と
し

て
い
る
」
と
い
う
池
川
さ
ん
。

少
し
落
ち
着
け
ば
「
ま

た
ミ
-
一
ラ
イ
ブ
を
や
っ
て
み
た
い
」
と
も。

春に咲く桜のように

満開の人生を歩んでね。

(父 ・ 母より)

| 横灘団地 1 I 

あさひ

越智旭 くん
( 5 月 14 日生)

i 横灘団地 1 I 

黒田圭 くん
(4 月 22 日生)

今日も笑顔でニコッ !

さあ、何 して遊ぼうかナ。

(父 ・母ーより )

川
柳
も
、
勺
(

吟
仏
三
日
河
川
会
報

一
え
忽h
t同
明K

ば
自
九
穿
い
ネ
シ
(
な
り

え
生
F

坊
も

上
げ
マ
広

す
み
賀
一
依

た
た
え
、
丸
山
り
値
切
リ
上
手
が
亥

『

7

行
(

人
材
か
ま
わ
る
入
￡

L
r

入
μ
7
A

る

白

八
刀
仁
ハ
イ
の
世
界
に
ほ
る
手
ι
l

リ

ふ
九
生
F
μ

ょ
ん

な
片
川
7
M
朝
、
か
人
会
い

人
件
か
苅
る
似
山
犯
に
え
μ悼
す
る

ボ
デ
ィ
シ

ャ
ン
プ

ー

艶
々
え
る
の
は
是

非

若
い
手
か
反
り
る

{
A
f

の

7
7

ゴ
ソ
十

叫
門J
川
崎
汁

一
寸
乏
れ
γ

宮
崎
リ
ま
す
の

日
時

五
月
例
会
御
案
内

五
月

三
日

(
土
)
午後
七
時

三
十
分
よ
り

場
所

宿
題

中
央
公
民
館

三
階

ι
1
r
\
4

一

立
市

.
J
A
-
-
1

各
題
読
み
込
み

喜
採
キ

主主主

キ
l司

b本

弁

山
本
h
V
7司
志

ほ
神
佐
久
良

必
の
同

心
川
川

あ
l司

常
~;主

佐
々
本
川
川
'
サ

件
伸
み
え
を
ヂ
(

、 司

寸

当ト

れ
ゑ

A
T芳
子

あ
川
川
喜
川
相
キ

元気ですくすく育ってね !

(父 ・ 母より)

ヨ

ユ
出

一ヨ
一

《
日

一ン
一
品
奴
刈

一ツ
一一一
一
ー
ー
町

三
、
一

FA
d

-E

回
(

肝
止

宮
田

いたずらっ子な かず君

いつも笑顔で、元気いっぱいな子になってね

(父 ・ 母より)

l 宮西 |

渡部樹くん
( 5 月 31 日生 )

一樹兄ちゃんのように

やさしく強い子に育ってね !

(父 ・ 母より )
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園
陸
・
海
・
空

園
自
衛
官
募
集

一
般
2

等
陸
・
海
・
空
士

口
受
付

現
在
受
付
中

口
応
募
資
格

店
歳
か
ら
お
歳
ま
で
の
男
子

口
試
験
日

5

月
9

日

・

6

月
5

日

自衛隊松山駐屯地

創立42周年記念行事
5 月 25 日 ( 日 )

10 : OO~ 15 : 00 

主
C[> と

口
採
用
人
員

初
名

こ
の
ほ
か
に
も

一
般

・

技
術
幹

部
候
補
生
も
同
時
募
集
。

高
校
生

に
つ
い
て
は
7

月
か
ら
募
集
開
始
。

口
問
い
合
わ
せ
先

自
衛
隊
松
山
募
集
案
内
所

8
9
4
7

・

3
0
4
0

門

対技毛
象術糸
ナ旨ヰ奉
導針
講編
て=ーQ!' ...-町、、

25初
日級

内
職
を
希
望
す
る
女
性

松山市南梅本町乙115

松山駐屯地

式典、訓練展示、ジープ試

乗、その他みなさんが楽し

める催し物がたくさんあり
ます。

[> ところ

b催 し物

※駐屯地開放

(9 : OO~ 15 : 00) 

ご自由にご来場ください。

駐車場も準備しております

が 、 当 日は大変混み合い

ますので徳力公共交通機

関をこ利用ください。

主
寸

6

・
7

月
の
日
日
間

口
会
場

愛
媛
県
女
性
職
業
セ
ン
タ
ー

口
定
員
な
ど

別
名

(
受講
料
無
料

)

口
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

口
日申

込
方
法
な
ど
詳
し
い
こ
と
は
、

愛
媛
県
女
性
職
業
セ
ン
タ
ー

E
9
2
3

・
2
2
0

1

園
あ
な
た
の
声
が

圃
道日

つ
く
り
に
い
か
さ
れ
ま
す

引
世
紀
の
道
路
の
あ
り
方
に
つ

い
て

、

意
見
を
「
引
世
紀
の
生
活

と
み
ち
を
考
え
る
委
員
会
」
ま
で

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

昨
年
、
道
に
関
す
る
ご
意
見
や

ご
提
案
を
広
く
募
集
し
た
と
こ
ろ
、

多
く
の
方
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

。

今
回
、
新
た
な
道
路
計
画
の
基

本
的
考
え
方
の
「
中
間
と
り
ま
と

め
」
を
作
成
し
ま
し
た

。

国
民
の

一
一l

ズ
に
対
応
で
き
る
道
、
、
つ
く
り

を
す
る
た
め
に
、
こ
の
「
中
間
と

り
ま
と
め
」
を
通
じ
て
、
こ
れ
ま

で
の
道
路
政
策
を
見
直
し
、
あ
ら

た
め
て
み
な
さ
ん
か
ら
ご
意
見
を

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す

。

私
た
ち
の
く
ら
し
や
経
済
を
毎

日
支
え
て
い
る
「
み
ち
」
。

そ
の

つ
く
り
方
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で

一
般
の
人
々
が
知
る
機
会
や
意
見

を

言
う
場
は
限
ら
れ
て
い
ま
し

た
。建

設
省
の
諮
問
機
関
で
あ
る
道

路
審
議
会
で
は
、
「
幻
世
紀
の
生

活
と
み
ち
を
考
え
る
委
員
会
」
を

設
け
、
み
な
さ
ん
の
意
見
を
取
り

入
れ
る
パ
ブ
リ
ッ
ク

・

イ
ン
ボ
ル

ブ
メ
ン
ト
方
式
の
考
え
方
の
も
と

に
、

平
成
凶
年

度
か
ら
ス
タ

ー

ト

5 月 25 日 ( 日 ) 10 : OO~ 14 : 00 
(雨天の場合は中央公民館大ホール)

中央公民館ロビー及び広場

.IIIT内特産品の展示 ・ t! 1J売

・ 地場産品の展示 ・ 即売

・ 近隣IIIT村の特産品の展示 ・ 即売

・ 各種イベント(もちまき ・

未利用品の販売 ・チビ ッ子

ゲームなど)

長
C

[>と ころ

b催し物

[>と
す
る
新
し
い
道
路
計
画
を
つ
く
る

た
め
の
検
討
を
進
め
て
お
り
、
「
中

間
と
り

ま
と
め
」
で
は

、

今
後
の

道
路
政
策
の
め
ざ
す
べ
き
方
向
や
、

渋
滞
の
緩
和
・
く
ら
し
と
道
の
か

か
わ
り
・
交
通
安
全
の
確
保
な
ど

の
重
要
な
テ
ー
マ
に
つ
い
て
の
基

本
的
な
考
え
方
な
ど
を
示
し
て
お

り
ま
す
。

あ
な
た
の
自
由
な
ご

意
見

・
ご

提
案
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

口
送
り
先

干

郎
東
京
都
港
区
虎
ノ
門
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の
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の
叩
ル
弟
日
森
一
ビ
ル

幻
世
紀
の
生
活
と
み
ち
を
考
え

る
委
員
会
事
務
局
F
A
X

(h
r
)

ハ
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つ
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日
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・
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U
つ
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・

pb
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に
U
1
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イプブヌrメ/ジョブ

電
子
メ
ー
ル

等

(
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ

ト

の
W
W

W
を
ご

利
用
の
方
)

一三
℃
一
\
〉

之
さ
宅
・
円
O
E
M

口
入 間 三
手「 い 立
さヰI 合 三
れ間 わ ℃
たと せ
いり 先
方ま
はと

、 め

次」

のを

と
こ
ろ
に
お
問
い
合
わ
せ
く

ご

-
F
込

一
、

。

寸
/、
ふ
C

一
し

建
設
省

四
園
地
方
建
設
局

松
山

工
事
事
務
所
調
査
課

2
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7
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・
0
0
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愛
媛
県
土
木
部
道
路
建

設
謀

2
9
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・
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1
1
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届 12 のい
時人じ
問権や
電間体
話題罰
相に等
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すど
るも

ヰ
寸
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H
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5
月
日
日

利
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幻
時

口
電
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番
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リ
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ダ
イ
ヤ
ル
)

ハ
U
1
i

q
L
ハ
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・
円
U
つ
L
に
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ph
u
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ハ
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口
相
談
内
容

子
ど
も
の
人
権
問
題
に
関
す

る
あ
ら
ゆ
る
相
談

(無
料

・

秘
密
厳
守
)

口
相
談
担
当
者

人
権
擁
護
委
員

・

弁
護
士
ほ
か

門

i 白無子
h 時料ど
(1) 法も
律の
相日
談記

4企』

0

1

5
土
寸

]

]
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口
場

所

松
山
市

一
番
町
4

丁
目

1

の
5

愛
媛
弁
護
士
会

話

(直
通
)

口
電

2
9
3
3

・

5
5
8
8

口
相
談
内
容

い
じ
め

・

体
罰

・

登
校
拒
否

・

障
害
と
教
育

・

校
則
・
退
学

・

停
学

・

謹
慎

・

家
庭
内
暴
力
な

ど
ど
ん
な
こ
と
で
も
弁

護
士
が

相
談
に
の
り
ま
す

。

(秘
密
厳
守

・
相
談
無
料
)

圃
い
じ
め
・
な
や
み

園
相
談
室

口
相
談
日
時

毎
週
水

・

金
曜
日

8

時
却
分
1

口
時

口
相
談
場
所

h
l
h
\
又
、
コ
に
自
白

E

工
ノ
ノ
j
E
上

4
H山

口
相
談
員

4

月
か
ら

山
崎
相

談
員
に
か
わ

り

池
川
温
子
相
談
員
が
相
談
に

2 
階

口
相 応
言iti じ

E 電 ま
9 話 す
6 v 

6 

6 

5 
0 

有
線
6

0
1
0

-
人
権
相
談
所

口
日5 

月
6 時
日

(火)

0

1

5

土
寸

'
E
E

A

、
E
E

A
n
H
HH

口
場

所

U
H
h
y
汀
リ
百
聞
，J
正
仙
沼

l

j

じ
l
n
H
ド

4
4
1
4必
1
4
E

口
相
談
内
容

差
別
や
い
や
が
ら
せ

、

家
庭
問

題
や
隣
近
所
と

の
も
め
ご
と

、

い
じ
め
の
相
談
な
ど

秘
密
厳
守
)

口
相
談
担
当
者

人
権
擁
護
委
員

園
平
成9
年
地
価
公
示
が

園
公
表
さ
れ
ま
し
た

地
価
公
示
は

、

毎
年
1

月

1

日

4旺

II 
教育相談員i山 Il i晶子

現
在
の
標
準
地
の
価
格
を
国
の
機

関
が
公
表
し
て
い
る
も
の
で

、
川

内
町
に
お
い
て
は

3

地
点
の
標
準

地
に
つ
い
て
公
示
さ
れ
て
い
ま
す

。

こ

の
地
価
公
示
価
格
は

、

一
般

の
土
地
取
引
価
格

に
対
す
る

指
楳

と
な
る
ほ
か

、

公
共
用
地
の
取
得

価
格
や
国
土
法
の
価
格
審

査
に
お

け
る
基
準

、

相
続
税
評
価

(地
価

税
に
も
適
用

)
及
び
固
定
資
産
税

評
価
の
基
準
と
し
て
用
い
ら
れ
る

な
ど
、
役
割
も
広
が
っ

て
い
ま
す
。

な
お

、
地
価
公
示
に
関
す
る
図

書
一は
、
役
場
企
画
調
整
課
で
ご
覧

に
な
れ
ま
す
。

電話 966-4989
有線 3130 .@月ごみの収集日・ 清掃U

収集曜日 収集地域 収集日又は収集変更日

東谷 ・ 西谷 5 月 5 日 ( 月 ) は

月・木 土谷 ・ il川・ 奥松沼i川 5 月 6 日 (火)に収集
� 診 天神 ( 111 日 i 団地を除く )

週
火 - 金 :1七ブJ 変更なし

ffj1� 

水 ・土 前松湘i川山 III 団地械部住lilJ也 5 月 3 日 (土) は

111 ] 筋 (天引11 を除く ) 5 月 2 日 (金)に収集

-有線放送電話加入者異動のお知らせ ( 3 月中 ) ・
口加入 小坂波音1\美子恵 5665 
保免佐伯 詩 3259 Filll iJ~音 11 11百夫 5333 

口名義変更 ・ 継承 口脱退
土谷桑原重人 2246 徳吉宮)協光{中 2575 

(l{ )1 : ヨ リ エ より ) 上砂 m仲 定義 5317 
吉久 梅 木美紀子 3415 刺1村高橋 和男 5163 

( 大 1~4 ミ エ j二よ り) Jl I筋花LLi 浅tlt 2782 
音 |ゴ | 仏汁lél 敦 2417 弥助成 ノl 、J反 j古次郎 2084 

( íUI'I ÌJ'iIYJ より ) 永野市須賀征義 2716 
口休止 市場 :r-I Æ!主秀樹 3346 
保免佐伯次郎 3252 

.‘ 

2. もえないごみ ・ 粗大ごみ

収集地域 ガラス ・空ビン類 空き缶等金物類 粗大ごみ

東谷 西谷

土谷 ・ ;骨川・奥松瀬川 5 月 12 日 ( 月 ) 5 JJ26U()J) 5 月 1 9 1:1 (!'J) 

天神(山田団地を除く )

北方 5 月 13 日 (火 ) 5 JJ271二I ( 火 ) 5 月 20 日 ( 火 )

南方

町筋(天神 を除く )

前松瀬川 5 月 14 日 (水) 5 jJ28H (水 ) 5 月 2 11:1 ( 水 )

山田団地 ・償灘団地



健康センターから

-健康センター ft966・2191 有線5833

乳幼児健診
Oもぐもぐ教室 (離乳食講習)

。 1:1 11奇 5 月 27 日 (火 ) 受付午前 91侍30分~

O場所健康センタ- 21結

。対象者平成 8 年11 月~平成 9 年 1 月 生

まれの乳児と母親

。1" '1 容 「離乳食の進め方について」

栄養士の話と翻:f_ill実習

身体ìJ!lI定、発達チ ェック

O持参品 母子健康手帳、エプロン

0歯科検診

。 日 H寺 5 月 29 日 (木 ) 受付午前 911寺 - 111時

午 iiZ 111;1'-311寺

。場 所 健康セン タ 2 階

。対象者ー 1 i設~就学前の幼児

。F" I 容歯科診察、 7 ';J 素 サホライド

塗布、 ブラ y シング指導

。持参品 lヨ 子i住IAt手 l帳 、歯ブラシ、タオル

。料 金 200円

0乳幼児相談

。 EI 1待毎週水眼目 午前 9 時 ~ 12時

。場所健康センター 11活

。持参品 母子健康手帳

。|人l 容身体ì!!ll定、育児相談

0 3 歳児健康診査 (お知らせ)

3 歳児健康診査の対象年齢が、 3 歳 6

~ 8 カ月 J巴となりました。

次回は、 9 月 16 日 (火 ) が予定で、平

成 7 "1'-UI ~ 3J-I 生まれの幼児を対象 と

します。

予防接種

健康講座
『いきいき健康講座j

「健康体操で リフレ ッ シュ j

。 日 |時 5 月 9 日 (金)午後 l 時30分、 3 時

。場 所 健康センター 2 階集団指導室

。稀 �li 十全病院理学療法士藤原雅弘先生

健康相談
『健康相談・栄養相談』

lil l庄測定、尿検査を行っています。 健康に l!kl

する こ とはお気軽にご相談下さい。

。1:1 時 毎週水曜日午前 9 時、 12時

。場 所 健康センター i 階運動指導室

『こころの健康相談j

稲村IIIÉドJ に不安定だっ た り 、お年寄 りの痴

米等の中1:1談を お受けしています。

。 日 H奇 5 月 1 6 1:1 (金)午前 9 : 30-12: 00 

0場 所健康センター及びー家j延訪 11II

(ì主) 予約制でτので、挙前に保健婦までご述絡下さい。

L骨川健康相談j

5 月 6 El f刈海上 午前 9 :30-10 :30 

)L騎 午前 10 日、 1 2 ∞

生活改善七ノタ ー 午後 l ∞、 2 ∞ 

リハビリ
Jl[!学療法土によ る機能回復の訓練を行っ てい

ます。

。 EI 11寺毎週水曜日 午後 1 11寺~ 311寺

。場所ガリラヤ荘

(i上) 申し込みが必要ですので、保健婦までご連絡下さい3

日 時 対象児と注意事項
3 カ月 ~ 7 歳 6 カ月の者。

三種混合 |
5 月 2 日 (金)
午後 2 時 ~ 311寺

5 月 14 日 (水 )
ポリオ | 21 EI (水)

午後 21時 ~ 3 時

1:1 本 IJìIJ 炎 | 5 !'J 271:1 ( 火 )
午後 2 時 ~ 311寺

風 疹 | 5 月 30 日 (金)
午後 2 時 ~ 3 時

。場所長~}，jtセンター 21;皆

本 百日ぜきにかかった こ とのある方は二種混合
( ジフテリア ・ 依傷風) を受付で申し出て受け
て下さい。
3 カ月 ~ 7 歳 6 カ月の者。
本下痢を し ている方は受け ら れません 。

6 カ月 ~ 7 歳 6 カ月の者。
牢 標準的には、 3 歳で 2 回、 4 歳で 1 IITI の合言|
3 回を受ける必要があります。
] 歳 ~ 7 歳 6 カ月の者。
本 MMI\ (風疹 ・麻疹 ・ おたふくかぜ) を、受
けている方は、受ける必要ありません。
本 原則として、麻疹接経後に受けて下さい。
。持参品 !な子健康手l帳、予防接種手帳、休I品目|

a臼‘

不用犬引き取り・野犬買い上げ‘
~ EI 11寺毎週月曜日 午前 8 11寺30分 ~ 101待

。場所健康センター

。持参品 印鑑、 登録をしている犬は鑑札

狂犬病予11M主射 I斉禁

献血
~EI 1時 5 月 13 日 ( 火 ) 川上波 |湯 9 : 30~ 10: 30 

凶図乳業 11 : 00 ~ 13 : 00 

i主 場 1 4 : OO ~ 16: 00 

5 月の当番医
(診療時Il\I ・午前 81時30分~午後 5 時30分)

lヨ 当番医 住所 電話

3 日 JJ恭 石 重信町 964一

(慾法記念日 ) ?丙 |ゆりじ 志津川 1234 

4 日 国立療養所 重信町 9臼ー

( 1:111程日 ) 愛媛病院 横河原 2411 

5 1::1 いのうえ 重信田l 955 

( こともの 日) ノj、児科 :1凶Ì'F.H 0055 

111ヨ 愛緩十全医療 I 11 内向 966-

( 日|曜日 ) 学院附属病院 南方 5011 

18 日 西村 重信田] 9似ー

( 日 i曜日 ) 内 手l 志津川 2461 

25 日 LLJ 本 川内聞l 966-

( 1:1 1曜日 ) 内 科 :1ヒ方 2066 

24時間体制

川内町在宅介護支援センター

fi966-6250 

お気軽にご相談くださし、。

昭和50-52年生まれの方、気を付けて 11
ポリオ (小児マヒ )について

。11::1利 50年 - 52年に生まれた )]に ついて 、 ポリオの免

訟を保イT している方の割合が他の年 I:ì ~.ì/~'~ に J:tベて i止い

ことが、 I!，[~三省の剥査でわかりました。

ポリオの免疫を保有していなし、 }"jは、ポリオの lユ l坊

J皇位を受けた者と援する機会が多い』劫{1-や 、 ポ リ オウ

イルスカぜ (1イ正する 1 " 1 1こ旅行するなどのJ劫合、 ポ リオに

感染して先症する可能世があります。

。Il(j利 50イl'ι 52"1二に生 まれた j了は

肯 お子線がポリオーをJ主位するとき

肯 ホリオウイ Jレス.;;~. イ，， 1 司 に?民自立されるとき

に 、I').}主ポリオの 1ユ防銭的を受けられるこ とをおす

可ずるのしま寸 G

ホリオの (' 1:)]接殴は.子 I:jjfïi'位法に必づかない ff:.'::i

J長悦の:l-t~ととなりますので 、 l自か機i加に七いて n'j~で

後怖を交けることになります

。な t:i .1皇位l云 I/i 機t'tJ ゃぶしい l人I谷については、他

}，Ji七ンタ ーまでおI/lj し、合わせ干さい令

川 l人JlllrfdlUtセンタ- n966-2191 
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表紙の写真

4 月 u 日 、 )11 上幼稚閤で入園式が

行われました。 今年か ら 3 歳児保育

がスタ ー ト 。 帽子やカバンも新しく

な り ました。

口

世帯数

戸籍の窓
( 3 月 受付分 ・ 敬称略)

町の動き
(4 月 l 日 現在)

10，923人(- 8 人)

5， 173人 (-4 人)

5，750人(- 4 人)

(-1 戸)3，612戸

男

女

人

あ
け
ぼ
の
橋

旧
金
毘
羅
街
道
の

中
山
越
に
架
か
っ
て
い
た

あ
け
ぼ
の
橋
の
写
真
で
す

。

あ
け
ぼ
の
橋
は

、

総
桧
造
り

・

屋
根
っ
き
の
古

雅
な
橋
で
し

た
が

、

大
正
の
初
め
に
取
り
除
か
れ

、

か
わ
り
に

こ

の

橋
が
架
け
ら
れ

ま
し
た

。

新
し
く
架

け
ら

れ
た

こ
の
橋
も

昭
和
十
五
年
頃
に

は

取
り
壊
さ
れ

、

桜
三
里
の
風
情
を
残
す
あ

け
ぼ

の
橋
も
、
現
在

、

親
柱
が
川
内
町

教
育
委
員
会
に
残

っ

て
い
る
だ

け
で
す
。

(写
真
提
供

会お' p延生おめで と う ご さいま す

住所 保護者 名前 生年月日

村l灘団地 3 菊地 鉄 也 ひかる 2.24 

三 軒犀 近JJ接恋治 勇樹 3.20 

市場 渡部尚宏 刻 3.20 

森 菅野隆弘 里香 3.21 

ーヒ 砂 森 泰範 友希菜 3.17 

1反 p 大原修 尉 3.26 
rn
吋
司
-
vレ1

1
1
 

、

1

5

孝
さ
ん

)

今
年
は

、

桜
の
見
頃
に
連

日

雨
が
降

り
残
念
で
し
た
が
、
指
ヶ
森
の
桜
も
花

芽
を
鳥
が
食
べ
た
の
か

、

三

1

五
分
咲

き
で
終
わ
っ

て
し
ま
い
そ
う
で
す
。

と
こ
ろ
で
、

川
内
町
も
、
こ
の
桜
の

時
期
に
な
る
と

、

お
花
見
だ
け
で
な
く

塩
ケ
森
の
桜
の
ラ
イ

ト

ア
ッ
プ

、

記
念

植
樹

、

源
太
桜
ま
つ
り

、

お
花
見
ラ
イ

ブ
な
ど
絞
に
ち
な
ん
だ
催
し
物
が
増
え

て
き
ま
し
た

。

川
外
の
人
か
ら
も
「
桜
と
い
え
ば

川

内
よ

」
と
い
わ
れ
る
よ
う
な
ま
ち
に
な

り
つ
つ
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す

。

住 所 氏名l 年齢 死亡の 日 世帯主

竹之よ;j 高須賀 久子 65 2.28 高須賀 透

則 之内 栗田 シゲコ 80 3.10 栗田 直之

二仁 f人E、F 渡部政彦 37 3.11 渡部亙行

相、灘団地 2 近 Ji:事 サダコ 89 3.11 近藤盟

機灘団地 3 鈴村 年子 79 3.10 鈴村恒

滑 川 上 渡部サノ 84 3.17 渡部正之

天神住宅 jîkq~ サヨ子 69 3.16 jjk 9，~' サヨ子

茶 A丘E己三 近藤厚三 82 3.17 近藤順一 |

旦之上 桐山 重t.lt 63 3.22 桐山 由:It I 
，呂"-. �!I� 野口晃 75 3.22 野口晃 |

天 ネ11 1 近藤政子 74 3.26 近藤毛利J I 

女ごめい福 をお祈りいたし ま す

編集/J 川内町総務課

〒 791-03 愛媛県温泉郡川内町大字南方286番地

TLE (089) 966-2222 有線2lll

印刷/岡田印刷株式会社
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川
内
町
の
保
免
に
あ
る

三
島
神
社
の
狛
犬

一
対
と
大
興
寺
の

山

も
も
が
、
川
内
町
文
化
財
保
護
審
議
会
答
申
に
も
と
づ
き

、

四
月

二
十

一
日
に
開
催
さ
れ
た
教
育
委
員
会
に
お
い
て
、
正
式
に

川
内

町
の
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し

た
。

(山
も

も
に
つ
い
て
は

、

次
号
で
紹
介
。
)

ご
ぞ
ん
じ
の
と
お
り

、

三
島
神
社
に
は
国
の
重
要
文

化
財
の

本
殿
と
愛
媛
県
有
形
文

化
財
の
随
身
像
が
あ
り
ま

す
が
、
こ

の
狛

犬
も
随
身
像
(
延
文
五
年

二
二
五
九
年
)
と
同
時
期
の
も
の
で

、

随
身
像
と
同

一
人
物
の
作
と
推
定
さ
れ
ま
す

。

あ
ぎ
ょ
う
う
ん
ぎ
ょ
う

狛
犬
は

、

口
の
開
い
た
阿
形
と
口
の
閉
じ
た
昨
形
の

一
対
で
、

高
さ
四
十
八
セ
ン
チ
メ

ー
ト

ル

(阿
形
)
・

五
十
セ
ン
チ
メ

l

三
島
神
社
(
保
免
)
狛
犬

川
内
町
指
定
文
化
財
ヘ

(昨
形
)

体
長
六
十
三
セ
ン
チ
メ

ー
ト

ル
の

一
木
彫
の
像

で
す
。

神
社
の
参
道
の
両

側
に
お
か
れ
て
い
る
狛
犬
は
、
そ
の
多

く
が
石
造
で
こ
の
よ
う
に
木
造
の
狛
犬
は

、

非
常
に
め
ず
ら
し
い

も
の
で
す
。

両
像
と
も
背
に
力
の

こ

も
っ
た
盛
り
あ
が
り
が
あ
り

、

前
肢

後
肢
の
爪
先
ま

で
力
量
感
が
あ
り
ま

す
。

前
、
横

、

後
か
ら
見
て

も
像
全
体
に
勢
い
が
あ
る
力
作
で
す
。

た
だ

、

傷
み
や
虫
喰
い
な

ど
が
あ
り

、

今
後

、

防
虫
防
腐
処
理
を
施
す

必
要
が
あ
る
よ
う
に

思
わ
れ
ま

す
。

ト
jレ


